開催日2009．10．11～12


第21回Ｆクラス第6回　市販艇 クラス

　全　日　本　選　手　権　大　会

帆走指示書

１.適用規則

2009～2012 ＩＳＡＦ　ＲＲＳ（国際ヨット競技規則）及び付則Ｅ（無線操縦による艇の競技規則）、

今大会実施要綱及び本帆走指示書を適用する。

２.競技者への通告

　　2.1 口頭または掲示板にて通告する。また適用規則の変更は口頭で行われることがある。

　　2.2 コントロールエリアと水面に下ろす場所は当日競技者に通告する。

３.レースの日程

　　3.1　１日目　レース開始時間　午前１０時　　最終：１６時ごろ。

　　3.2　２日目　レース開始時間　午前　９時　　最終：１４時を超えて新しいスタートはしない。

４.コース及びマーク

　　4.1 コースはスタート2分前までにコースボードで通告する。

　　4.2 使用するマークは、色ならびに番号で表示する。

５.スタート信号およびルール適用

5.1 スタート信号は、ＭＤ，ＣＤ、カードまたはテープを使用する。

　　5.2 スタートの音声信号は３分前より1分間隔、1分30秒前から30秒のセコンド信号。

　　　　1分前から10秒間隔、10秒前から1秒間隔の音声によるカウントダウンとする。

　　5.3 各ヒートの間隔は前ヒートの前出場艇の回収後、原則として５分後次のスタート信号とするが

進行都合によっては短縮する事がある。その場合は口頭で通告する。

5.4 ルールの適用はスタート1分前とし、1分前に水面に無い艇は、スタート信号後

　　　　押し出さないよう手元より出艇し、スタートラインに向かう。

６.スタートライン及びフィニッシュライン

　  スタートライン及びフィニッシュラインはスタートマークお呼びフィニッシュマークの

コースサイドの接線とする。

７.リコール

　　7.1 スタート信号のときラインを超えた艇は、レース委員により速やかに少なくとも２度

セールナンバーまたは特徴等により、リコールの旨声をかける。

　　7.2 多数のヨットが早すぎるスタートをし、見分けられない場合、レース委員はゼネラルリコールと

出来る。

　　7.3 ゼネラルリコールの再スタートは1分間ルール（ラウンド・アン・エンド）を採用する。

８.スタート後のコース変更

　　8.1 スタート信号後レース委員会は予定されたレースが行われるためにコースを短縮できる。

　　8.2 どの回航マークにおいても先頭艇が新しいレグを始める前に通告する。

９.規則４４　第２章の規則違反に対するペナルティー

　　ペナルティーの履行はケースの後、速やかに他の艇から十分離れ、1回のタックと1回のジャイブを

同一方向に連続して行うものとする。

１０.タイムアウト

　　トップ艇のフィニッシュ後、３分とする。

１１.抗議

　　11.1 他の艇に抗議する艇は自艇のセール番号から「抗議」の言葉と相手艇のセール番号を２度確実に

声をかけること。

　　11.2 抗議を受けた艇は、ケース確認の返事をすること。

　　　　 確認の返事無き場合、プロテスト委員またはレースオブザーバーは再度、確認を求められる。

　　11.3 レース委員会に抗議を提出する艇は、当該ヒート終了後５分以内にレース委員会に通知すること。

　　11.4 レース委員会またはオブザーバーから選手に対しての抗議により、プロテスト委員会の審問で

　　　　 失格する場合もある。

１２.救済

　　12.1 無線妨害または明らかに主催者側の不手際が原因の電波障害。

　　12.2 避ける事を要求されて艇またはルームを与えることを要求されている艇とのもつれ。

　　12.3 救済の請求期限は当該ヒートの終了後５分以内とする。

　　12.4 救済に伴う得点は、1日目は問題のレースを除き、直前の２レースの平均とする。直前がない場合は

直近の2レースを採用する。 ２日目は、直前の２レースの平均とする。

１３.無線操縦不能の艇

　　　直ちにセール番号と「操縦不能」をレース委員会に通知し、リタイアしなければならない。

１４.得点

　　14.1 低得点方式を適用する。

　　　　 1位＝1点、2位＝2点、3位＝3点・・以下順位と同じ得点とする。

　　14.2 ＤＮＦ，ＲＡＦ，ＤＮＳを記録した艇は最多出場予定艇＋1を得点として加算される。

　　14.3 ＤＳＱまたはＤＮＥを記録した艇は最多出場予定艇＋２を得点として加算される。

　　14.4 捨てレースの採用

　　　　　6レース終了後 切り捨て １ 、その後6レース毎に切り捨て １。

１５.レースの成立

　　　大会の成立は１レースの終了を持って成立とする。

１６.その他の要件

　　　16.1 競技者は、レース中に他から戦術的戦略的助言を受けてはならない。

　　　16.2 レース中の競技者は外部の援助を受けてはならない。ただしＲＲＳ Ｅ4.2 (1)(2)を除く。

１７.競技者はスポーツマンシップ並びにシーマンシップに則ってレースをしなければならない。

１８.本帆走指示書で規定されていない項目、発生した問題については、レース委員会に委ねるものとする。

　　 競技者には口頭または公式掲示板で通告する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

